



















研究期間:平成 14 年 7 月 1 日 ~9 月 30 日。
研究対象:研究に同意を得られた女性看護師6名 (29土 5歳)。
実験場所:奈良県立医科大学付属病院B棟 4階浴室(室温 26~ 27"C、湿度 60~ 70%) 
及びNSカンファレンス室(室温 25~ 260C、湿度 50~ 60%) 
測定器具:デジタル温湿度計(外部センサー付、カスタム社製CT H-340)、電子温度計 (S
ATO製、 PC-9400) 
























了 10分後には急激に下降するが、元の温度に戻るのにA群では最長 65分を要した。 B群で
は最長 50分要した。
シャワー浴前の、足底部の湿度の平均値は、 A群では 68.5%、B群では 66.6%であった。
足底部の湿度(図6)については、シャワー浴に伴い約20%上昇し 90%を越えたが、シャワー
浴終了 5分後には急激に下降し、 15分後A群、 B群ともにほぼシャワー浴前の湿度に戻った。
シャワー浴前の、足底部の温度の平均値は、 A群では 320C、B群では 32.60Cで、あった。
足底部の温度(図7)については、シャワー浴に伴い平均 2~3 oCまで上昇した。シャワー




























































足周 13 x2 5 CIl l申 アルミシ←トにズレ予防として、滑り止めシートを
@ a:を入れる袋パスタオルで作成 | とりつける。
下腿用 31X47cm 
~ ， 足周 15X33 cm (ともに出来上がりサイズ窃①と由をマジックテ プで左りつける。
由滑り止めシ ト(台所シンク用、ポリエステル




足周:18X3 5 cm 
⑤マジックテプ (2cm幅)
下腿周 45 cm (2本)
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